
 

 

 

酸素を取り込む呼吸の経路は、鼻と口の二つあります。 

汚れた空気を清潔にして、適度に加温・加湿をし、身体にとって適切な状

態で取り込めるのが鼻呼吸で、そのための様々なメカニズムが鼻には生ま

れつき備わっています。その一方で、口呼吸は身体に負担を掛けてしまう

ため、気管支喘息やアレルギー性鼻炎などの免疫異常、いびきや歯ぎしり

などの睡眠障害、歯並び悪化やむし歯などの歯科的問題、さらには記憶力

低下、味覚異常といった、一見呼吸とは関係がなさそうな症状を引き起こ

す可能性があります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 子育て情報誌 
 

令和６年１月３１日 

社会福祉法人えどがわ 

宇喜田おひさま保育園 

 

暦の上では、もうすぐ立春を迎えますが、もう少し寒さは続きそうですね。 

寒さと空気の乾燥で風邪症状が出やすくなります。手洗い・うがい・消毒を行い、 

しっかりと予防して下さい。 

 

ホームページ  X（旧Twitter） 

呼吸の大切さ！ 

 

〈口呼吸を疑うケース〉 

普段から口が開いているという分かりやすい特徴以外にもいびきをかく、

寝起きにぐずる、中耳炎にかかりやすいといった特徴があります。 

子どもの口呼吸が疑われた場合は、小児歯科を受診して診断を仰いで下さ

い。 


